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社会福祉法人 福崎町社会福祉協議会  

令和７年度 事業報告 総括

福崎町社会福祉協議会（以下「社協」）では、令和７年度も４年目となる第４次地域福祉

推進計画に基づき、「であい、ふれあい、つながりあい、ともに支え合う地域づくり」を福

祉目標に、誰もが住み慣れた地域でその人らしく安心して暮らし続けられるよう、様々な

資源を活用しながら各種事業に取り組みました。 

重点目標① 自治会におけるすべての人が参加し、ささえあう地域活動による『ふるさとづくり』 

【我が事会議】 

地域の福祉課題に関する話し合いの場「我が事会議」の開催を福崎町地域包括支援セン

ターと協働で働きかけました。令和７年度では、「我が事会議」を 21 ヵ所で開催し､徐々に

自治会に定着しています。 

【見守り活動】 

見守り活動では、各自治会、民生委員・児童委員、民生・児童協力委員、福祉委員、ボ

ランティアグループの協力で、訪問(給食配布)や電話等により利用者延べ 5,456 名に安否

確認をすることができました。 

副食サービスでは、16 名のボランティアが「ひじきの煮物」を調理し、134 名の利用者

に提供しました。 

重点目標② 持続可能な社会、それぞれが役割を持った社会、ささえあいの地域文化づくり 

【福祉啓発活動】 

福祉学習・福祉教育活動では、小中学校に協力いただき、ボランティアの福祉教育サポ

ーターとともに体験学習などに取り組むことができました。 

募金や寄附では、預託金や物品をお預かりし、町内の福祉活動に役立てています。 

懸念する事項として、寄付者数、預託金額の減少が続いています。預託することで地域

の助け合いができることを広く周知します。 

法人化 50 周年を記念し、地域への感謝の意を込めて町内自治会へ記念品としてベンチを

配布しました。 

【ボランティア活動】 

令和７年度は、ボランティア連絡協議会役員会やボランティア研修を開催し、情報共有

と交流の機会を設けました。交流会やレクリエーションとしてボッチャ体験を取り入れ、

ボランティアグループ間の交流促進に努めました。 

【セルフヘルプ活動の支援】 

当事者団体への支援では、行事や活動を見直し、会員同士が交流する機会を増やしまし

た。また、会員数減少や参加率低下等の課題解消に向けて、広報誌や社協ブログを通じ、

活動ＰＲに努めました。 

【地域活動】 

生活協同組合コープこうべと共同実施している、コープの配送センターのフリースペー

スを利用した「まちの学校」事業においては、35 グループにより年間 3,732 人の利用者が



ありました。住民自身が先生、生徒、メンバーとなり、非常に多くの方が参加され、地域

活動が活性化しました。活動内容としては、子ども食堂や、不登校児の支援、がん患者の

支援などの活動や、音楽、ヨガやクラフトなどの文化的なものなど多岐にわたります。 

重点目標③ 個人、自治会、広域における連携による防災への取り組み 

令和６年１月に発生した能登半島地震災害に際し、本年度も義援金 11,329 円（累計

665,882 円）が寄せられました。 

また、11 月９日には、神戸医療未来大学の講師、神崎郡内の社協職員、ボランティア等

の参加を得て、災害ボランティアセンターの設置・運営訓練を実施し、翌 11 月 10 日には

福崎町と「災害ボランティアセンターの設置・運営等に関する協定書」を締結しました。

今後も災害に備え、関係機関との連携強化および職員の対応力向上に向けて努めていきま

す。 

重点目標④ 必要な窓口につなげる相談支援体制づくりと課題を解決するためのネットワークづくり 

日常生活自立支援事業では、判断能力が不十分な人が地域社会で自立した地域生活が送

れるよう利用者一人ひとりの状況に応じた支援やカンファレンス会議等へ参加することで

関連機関と連携し、安心して地域生活を継続できるよう努めました。また、支援者を対象

に持続可能な権利擁護をテーマとした研修を実施し、地域における支援体制の理解促進と

支援力向上を図りました。 

生活困窮者への支援として、町内に本部を置く、５つの社会福祉法人が構成する「ほっ

とかへんネット福崎」（福崎町社会福祉法人連絡協議会）で、フードドライブを実施し、物

資 171kg を「ＮＰＯ法人 フードバンクはりま」へ寄贈しました。 

重点目標⑤ 社会福祉協議会の基盤強化と活動の理解促進 

【社協活動の理解促進】 

広報誌「さるびあ」やホームページを通じて法人活動の周知に努めるとともに、ホーム

ページ閲覧数向上のため、インスタグラムやブログへの継続的な記事の投稿に注力し、社

協をより身近に感じていただけるよう努めました。 

【福祉サービスによる支援】 

介護保険事業、障害福祉事業では、収益の悪化が懸念事項で、▲1,000万円を超える赤字

となっています。全国的にも利用が低迷しているデイサービスの赤字が影響しています。

現在、SNSでの情報発信や外出訓練の機会を増やすなど積極的に利用を増やすための取り組

みを行っており、今後の特色的な取り組みによって経営改善を図ってまいります。 

また、介護業界における人手不足が全国的な課題となっており、当法人においても職員

の欠員補充に苦慮する状況が続いています。継続的に募集するとともに、職員が働きやす

い環境づくりに努め、安定運営を図ります。 

その他、介護保険事業、障害福祉事業の収益減少の影響もあり、令和 7 年度は運転資金

の確保のために、財政調整基金 2,300 万円、善意銀行特別基金約 570 万円を取り崩してい

ます。 



令和７年度 事業報告 

重点目標① 自治会におけるすべての人が参加し、ささえあう地域活動による『ふるさとづくり』 

事 業 名 １．我が事会議推進事業 

対 象 住民全般 

目 的 地域活動を主軸にした見守りや介護予防、介護状態でも安心して暮らせる地域生活のし

くみづくり

実施内容 実績 

○我が事会議の実施 21 自治会（計 25回）※新規：太文字

長目:3/28 吉田:3/16 西野:9/14 田尻:9/8  大門:9/5 加治谷：8/24

南大貫:11/1 東大貫：9/13 西大貫：9/10 小倉：8/27 鍛冶屋:1/19 新町：10/18

馬田:2/9 山崎:5/21、8/20、11/19、2/18 田口:3/15 桜:3/27 長野:2/24  

神谷:8/21 西谷:3/3 西治:10/24、2/27 高橋:12/5 

※中島、辻川は自治会担当者のみで実施 

○自治会インタビューの実施 ４自治会（広報誌「さるびあ：わがまち自慢」に掲載） 

評価と課題 区長、民生委員・児童委員、民生・児童協力委員、福祉委員等自治会内の協議の場に

おいて、地域の見守り活動や福祉課題を共有することで、日頃から関係機関との連携が

深まり、緊急時の見守りにもつながっている。また、好事例を取材し広報等で周知する

ことができた。課題として、地区役員改選や地区行事の日程調整が難しく、開催を見合

わせる地区があった。また、開催地区が年々増えており今後、地区の会議の定着に向け

た対応と合わせて職員体制の見直しを図っていく。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

5,362 円 5,000 円 362 円 実績よる増 

事 業 名 ２．コミュニティ機材貸出事業 

対 象 住民全般（地域交流） 

目 的 ○地域交流を活性化させるためのイベントや勉強会等の資機材の貸出 

実施内容 ○各自治会、団体などに資機材を貸出 

○貸し出し機材 

・有料貸出機材 １日 1,000 円 

ポップコーン機、かき氷機、綿菓子機、ガスコンロ付鉄板、炊き出し釜、たこ焼

器、バーベキューコンロセット、フライヤー 

・無料貸出機材 

簡易テント、プロジェクター、高圧洗浄機、投光器、ボッチャ、輪投げ等 

【実績】合計：212件（有料：100 件、無料：112件） 

評価と課題 定期的な試運転、メンテナンスを行っている。昨年、指定寄附を活用して小鉄板を購

入した。今後も「善意銀行」が活用されていることを PR していく。 

機材の取扱方法や返却時の状態の分かりやすい説明書を作成する。また付属備品の紛

失対策を講じる。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

207,133 円 72,844 円 134,289 円 小鉄板購入による増

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

自治会との会議数 13 18 21 25



事 業 名 ３．地区コミュニティ活動助成事業 

対 象 自治会 

目 的 ○自治会での３世代交流を支援し、地域のつながりづくりのきっかけとする。 

実施内容 ○各自治会の住民全体を対象とした交流活動に助成を行う。 

・新規コミュニティ活動助成金 

新規に行う活動に対して、６万円を上限に１年目 100／100、２年目 75／100、 

３年目 50／100、４年目 25／100 を助成する。 

・通常コミュニティ活動助成金 

５年以上継続されている通常活動に対して、年間１万円を助成する。 

【実績】 

・新規助成金：2地区（西治：ふれあい喫茶事業１年目、西谷：防災と花見会４年目 

・通常助成金：3地区（加治谷：虫送り、鍛冶屋：地蔵盆、西治：花見） 

評価と課題 各自治会行事等の縮小傾向が続く中、住民交流と地域力の低下防止に一定の役割を果

たしている。助成件数は 5件と横ばいであるものの、各地区が継続的に活動を模索する

契機となっており、地域コミュニティの活性化に向けた支援として有効に機能してい

る。引き続き区長会等でＰＲに努める。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

111,099 円 208,742 円 ▲97,643 円 実績による減 

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

貸出件数 120 153 188 212

わたがし機 3 15 20 23

かき氷機 7 15 24 24

ポップコーン機 6 17 12 17

ガスコンロ付鉄板 7 17 22 25

バーベキューセット 1 0 3 1

炊き出し釜 0 0 0 0

たこ焼器 2 3 2 3

フライヤー 2 6 7 7

プロジェクター(無料) 6 10 8 23

高圧洗浄機(無料) 0 0 0 0

簡易テント(無料) 8 1 3 1

ボッチャ(無料） 46 27 22 23

その他(無料） 32 39 65 65

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

助成地区数 5 6 8 5

新規事業 1 1 3 2

通常事業 4 5 5 3



事 業 名 ４．ミニデイサービス事業【福崎町受託事業・補助事業】 

対 象 高齢者 

目 的 ○自治会での高齢者の介護予防活動と交流の場づくり。 

実施内容 ○地区住民の活動 

 ・地域の公民館で高齢者が月１回程度集まり、手芸やレクリエーション、季節の行

事、食事会などを行い、楽しい交流の中で生きがいづくりを行った。 

 ※民生委員・児童委員や老人クラブなどの地域の協力者により運営 

○社協の支援【実績】 

 ・ミニデイサービス講習会（手芸・脳トレ・レク紹介等）年 11 回 延べ 392 名参加 

 ・リーダー交流会 年 1回 延べ 54名参加 

○行政の支援【実績】 

 ・活動補助金の交付 

・34 自治会で延べ 467 回開催し、延べ 7,950 人が参加  

評価と課題 令和７年度は前年度と比較して 208 人の減となった。 

地域の高齢者が、昔からの知り合いと交流できるミニデイサービスは社会参加の機会

として大きな効果があげられている。 

各自治会の実施内容を配布、「まちの学校」の出張教室の紹介により、相互の情報交

換と内容の充実を図った。 

 今後は、男性参加者が少ない自治会もあるため、屋内での手芸だけでなく、グラウン

ドゴルフや屋外での運動も実施検討する。 

比 較 令和７年度補助金額 令和６年度補助金額 増減 備考 

(補助)3,718,089 円

(受託) 371,585 円

(補助)3,721,284 円

(受託) 317,826 円

(補助) ▲3,195 円

(受託)53,759 円

実績による減 

実績による増 

事 業 名 ５．みまもり給食サービス事業【一部、福崎町受託事業】 

対 象 高齢者 

●ミニデイサービス実施実績

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

地区数 34 34 34 34

延利用者数 7,592 8,337 8,158 7,950

（男性参加者） 2,002 2,286 1,973 1,946

（女性参加者） 5,590 6,051 6,185 6,004

（子ども・親） 0 0 0 0

助成金 3,449,491 3,673,932 3,721,284 3,718,089

●ミニデイ講習会

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

開催回数 10 11 11 11

参加人数 356 493 439 392

●ミニデイリーダー交流会

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

開催回数 1 1 1 1

参加人数 53 54 51 54



目 的 ○見守りが必要な高齢者世帯に対して、地域の協力者によってお弁当配達と合わせて見

守りを行う。 

実施内容 ○見守りが必要と判断された 70歳以上の一人暮らし及び高齢者のみの世帯の希望者と障

がい者のみの世帯の希望者へ、業者が調理したお弁当をボランティアや自治会の協力

員が配達する。 

○民生委員・児童委員とも連携する。 

・一人暮らし高齢者 月２回（受託事業のふくちゃん弁当とあわせて３回） 

・高齢者世帯と障がい者世帯 月３回 

   料金：１食 200 円 ※低所得者（希望者）は無料 

【実績】 

・独居世帯 給食延べ利用 2,109 人（実人数 130人） 

・複数世帯 給食延べ利用  1,093 人（実人数 46人） 

評価と課題 関連機関（行政・在宅介護支援センター、ケアマネジャー、民生委員・児童委員、ボ

ランティア）との情報交換により利用者の状態を確認することができた。また、配達中

に利用者の異変を発見し、地域と「みまもり」の大切さを情報共有できた。 

利用者から配達協力員やお弁当に添えるメッセージカードを書いてくれる小中学生へ

の感謝の気持ちを集めることができたので、今後はそれらを広報していく。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

1,948,433 円 1,947,626 円  807 円

事 業 名 ６．ふくちゃん弁当事業【福崎町受託事業】 

対 象 高齢者 

目 的 ○見守りが必要な一人暮らし高齢者に対して、地域の協力者によってお弁当配達と合わ

せて見守りを行う。 

実施内容 ○見守りが必要と判断された 70歳以上の一人暮らしで希望される方へ業者が調理したお

弁当を自治会の担当が配達する。 

・一人暮らし高齢者 月１回 無料（日曜日 昼食） 

【実績】 

・独居世帯 延べ利用 1,369 人（実人数 136 人） 

評価と課題 みまもり給食サービス事業と同じ 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

1,067,664 円 1,069,350 円 ▲1,686 円

●一人暮らし高齢者

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

年間実施回数 24 24 24 24

実人数 123 110 107 130

延べ利用者数 2,157 1,975 2,030 2,109

●高齢者世帯

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

年間実施回数 36 36 36 36

実人数 35 40 50 46

延べ利用者数 666 1,128 1,170 1,093



事 業 名 ７．みまもり副食サービス事業 

対 象 高齢者 

目 的 ○見守りが必要な高齢者世帯等に対して、ボランティアによるおかずの調理・配達と合

わせて見守りを行う。 

○ボランティアによる気持ちを届ける。 

実施内容 ○見守りが必要と認められる 70歳以上の一人暮らし高齢者世帯、及び高齢者のみの世帯

の希望者並びに障がい者のみの世帯の希望者に対し、ボランティアにより副食を調理

し、配達する。 

・一人暮らし高齢者・高齢者世帯・障がい者世帯 年 1回 料金：無料 

【実績】 

 ・協力ボランティア  16 人 

・独居世帯 利用者数  107 人 

・複数世帯 利用者数  27 人（15 世帯） 

評価と課題 ボランティア（副食サポーター）を募り、研修等を行ったうえで、16 名のボランティ

アによる手作り「ひじきの煮物」を提供することができた。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

166,089 円 88,519 円 77,570 円 配達用袋の高騰によ

る増 

事業名 ８．みまもり電話サービス事業 

対 象 高齢者 

目 的 ○見守りが必要な高齢者世帯に対して、ボランティアが電話し、安否を確認する。 

実施内容 ○見守りが必要と判断された 70歳以上の一人暮らし及び高齢者のみの世帯の希望者へボ

ランティアが週１回（月曜日、金曜日で対象者の都合のよい日）電話し、安否を確認

する。 

【実績】 

延べ利用 885 人（実人数 23 人） 

協力ボランティアグループ ９団体、個人ボランティア ４名 

●一人暮らし高齢者

年度 令和４決算 令和5 令和6 令和７

年間実施回数 12 12 12 12

平均利用人数 116 110 114 114

実人数 142 138 138 136

延べ利用者数 1,391 1,311 1,366 1,369

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

実施回数 1 1 1 1

独居世帯 利用者数 110 108 103 107

複数世帯 利用者数 22 33 31 27

（複数帯等 世帯数） 11 18 17 15

合計利用者数 132 141 134 134



○必要に応じて関連機関等と連携する。 

・関連機関への連絡調整は、民生委員・児童委員、ケアマネジャー、役場等に実施。 

評価と課題 各ボランティアグループ・個人ボランティアの協力により、電話での高齢者の守り活

動を行った。また、体調が気になる方は関連機関（ケアマネジャー、民生委員・児童委

員等）と連携した。傾聴を希望される利用者には該当するサービスに繋いだ。 

 ボランティアメンバーを増やすことができた。興味がありそうな方に声をかける。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

68,698 円 71,452 円 ▲2,754 円 電話代の減 

事 業 名 ９．老人クラブ活動支援事業 

対 象 高齢者 

目 的 ○高齢者の自立やたすけあい、社会貢献などの地域活動を町域で活性化するためのとり

くみを啓発、支援する。 

実施内容 ○福崎町老人クラブ連合会の団体運営支援 

○福崎町老人クラブ連合会への活動助成金の交付 

【実績】会員数：3,302 人（令和 7 年 4 月 1 日現在）加入率：59.5％（65 歳以上人口と

の比率） 

・4/22.23.25.30 地区単位クラブ会長女性部長会 121 名 

・5/20 総会 104 名 

・7/31 若手部長研修会兼モルック大会 58 名 

・8/1 料理教室 46名 

・9/1 最高齢者慰問・長寿祝訪問 1名 

・9/20 奉仕の日活動 各単位老人クラブで実施 

・10/2 養護老人ホーム福寿園友愛訪問 13 名 

・11/7 町老人グラウンドゴルフ大会（町と共催）186 名 

・11/14.17.18 前期手芸教室 56 名 

・11/28 後期料理教室 41名 

・12/1 会長女性部長合同研修会（鳥取県）62 名 

・2/16.17.20 新小学一年生への交通安全マスコット配布（後期手芸教室 63名） 

・3/4 会員ふれあい日帰り旅行（京都府天橋立方面）129 名 

・3/12 会員親善グラウンドゴルフ大会 184 名 

・役員会（4回）延べ 60名 

・会長会（2回）延べ 107 名 他 

（県・ブロック関係） 

・中播磨ブロック老人クラブ連絡協議会役員会（1回）4名 

・各種ブロック研修会・式典等への参加（近畿、県、中播磨）17 名 

・県大会（GG・モルック）10名 

・中播磨ブロック GG 大会 42名 他 

その他 

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

実施回数（月・金曜日) 105 93 93 92

月曜日延べ利用者数 426 344 479 549

金曜日延べ利用者数 516 460 380 336

実人数 25 20 25 23

延べ利用者数 942 804 859 885



・広報誌「さるびあ」老人クラブニュース 6回掲載 

・社協ＨＰブログ 12 回掲載 

評価と課題 町老人クラブ連合会として、単位老人クラブ相互親睦を図るため、研修会や健康増進

活動を行った。また、社協広報誌「さるびあ」やブログで活動報告を行い老人クラブ活

動のＰＲを行った。課題である会員数の減少、クラブの活性化のための行事等の見直し

引き続き役員会で検討していく。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

260,000 円 260,000 円 0 円

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

老人クラブ連合会　会員数 3,610 3,625 3,343 3,302

加入率（％） 65.7 65.7 60.4 59.5

老人クラブ連合会
　補助金額（円）

260,000 260,000 260,000 260,000



重点目標② 持続可能な社会、それぞれが役割を持った社会、支え合いの地域文化づくり 

事 業 名 １０．善意銀行運営事業 

対 象 住民全般 

目 的 ○住民から預託された金品により、地域課題の解決やより良い地域づくりを進め、互助

精神のある地域社会の実現を目指す 

実施内容 ○預託された金品を、地域福祉事業に活用する。 

【実績】 

現金 44 件 2,576,300 円 

物品   3 件（車いす 2件、巾着袋 1件） 

評価と課題 預託された金品を有効に活用するため、各事業の内容を精査し、さらなる預託をお願

いする。 

広報誌やチラシを使って指定寄附を募り、コミュニティ備品（鉄板）を購入すること

ができた。引き続き、地域からの要望を吸い上げ、指定寄附を募る。 

比 較 令和７年度預託金額 令和６年度預託金額 差額 備考 

2,576,300 円 765,611 円 1,810,689 円 実績による増 

事 業 名 １１．善意募金事業

対 象 住民全般 

目 的 ○６月の善意月間にあわせてのたすけあいの募金活動 

実施内容 ○善意募金の依頼（６月） 

・自治会を通じて各世帯、学校へ募金を依頼する。 

  ※善意銀行運営事業の預託金として社協の福祉事業へ充当する。 

【実績】 

・善意募金（通常）  1,443,539 円 

（内訳） 

  ・世帯善意募金実績 1,357,100 円  

  ・職域善意募金実績   43,838 円（福崎町役場・福崎町社協） 

   ・学校善意募金実績   42,601 円（6校） 

評価と課題 善意募金の依頼をする際に、二次元コードを添付し活用先を明確にした。 

年々募金額が減少しているので、依頼先を開拓していく。 

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

金銭預託件数 46 33 25 44

金銭預託額（円） 2,442,706 2,375,193 765,611 2,576,300

物品預託件数 6 8 3 3

災害義援金送金件数 0 0 0 0

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

善意銀行と善意募金の合計 3,975,588 3,910,414 2,295,106 4,019,839

生活保護受給つなぎ資金
貸付事業からの償還金

220,000 225,000 273,000 230,000

預託金による事業実施額 5,392,404 3,951,403 3,966,988 2,650,315

差額 ▲ 1,196,816 184,011 ▲ 1,398,882 1,599,524



比 較 令和７年度募金額 令和６年度募金額 増減 備考 

1,443,539 円 1,529,495 円 ▲85,956 円 実績による減 

事 業 名 １２．福崎町共同募金委員会運営事業

対 象 住民全般 

目 的 ○共同募金（一般募金と歳末募金）の実施に係る計画と運動推進、配分を協議する。 

実施内容 ○共同募金委員会の運営（計画、配分決定） 

○募金活動の実施（一般募金：10月、歳末募金：12 月） 

【実績】 

・共同募金実績（実質 10月実施） 1,793,863 円 ※県共同募金会へ送金 

・歳末募金実績（12 月実施）       1,484,070 円 

 ・共同募金委員会の開催 ２回 

評価と課題 募金募集チラシにグラフで使用用途を分かりやすく表現した。今後は PayPay 募金、

インターネット募金を広報で周知する。 

比 較 令和７年度募金額 令和６年度募金額 増減 備考 

1,793,863 円 1,874,635 円 ▲80,772 円 共同募金 

1,484,070 円 1,561,655 円 ▲77,585 円 歳末募金 

事 業 名 １３．福祉学習・福祉教育活動の推進事業 

対 象 小中学生と保護者、住民全般 

目 的 ○小中学校における福祉教育の機会づくり、自治会や福崎町全域に向けた福祉学習の機

会づくりを進める。 

実施内容 福祉教育助成事業 

・町内の小中学校を福祉教育推進校に指定 

活動助成金 1校につき 50,000 円 

【実績】＠50,000×6 校＝300,000 円 

福祉体験教育推進事業 

・福祉体験学習の推進費用を助成 

活動助成金 1校につき 30,000 円 

【実績】＠30,000×6 校＝180,000 円 

福祉教育講演会助成事業 

・福祉教育推進を目的とした講演会等の開催を助成 

活動助成金 1校につき 30,000 円まで 

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

善意募金の額（円） 1,532,882 1,535,221 1,529,495 1,443,539

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

共同募金委員会の実施回数 2 2 2 2

共同募金の額（円） 1,858,273 1,840,078 1,874,635 1,793,863

歳末募金の額（円） 1,505,278 1,510,423 1,561,655 1,484,070

共同募金配分金の額（円） 1,639,000 1,586,000 1,504,000 1,632,000

歳末募金配分金の額（円） 1,388,000 1,360,000 1,449,000 1,373,000



【実績】0回 0 円 

○福祉教育担当者会議の開催  

  【実績】１回 

○福祉教育のプログラム提案や相談、講師派遣 

  【実績】社協講師派遣 12回（アイマスク 4回、車いす 6回、高齢者疑似 1回、 

フードドライブ 1回） 

ボランティア講師派遣調整 12回（点字 5回、手話 6回、要約筆記 1回） 

評価と課題 担当者会議の開催により、学校間の情報交換ができた。今年度は、新たに福祉教育サ

ポーターを募り体験教室運営の強化を図ることができた。今後は、さらに各学校の福祉

教育活動と地域福祉活動との連携を図りながら、あらたなプログラムの提案など福祉教

育の推進に努める。 

なお、福祉教育講演会助成は実績がなく、担当者会議等で適用要件等を示すなど周知方

法を検討する必要がある。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

499,404 円 482,633 円 16,771 円

事 業 名 １４．地域福祉推進講座事業

対 象 住民全般 

目 的 ○たすけあいの地域づくりを進めるため、住民意識の高揚、知識の普及、活動方法の紹

介などを行う 

実施内容 ○たすけあいの地域づくりにつながる講座 

【実績】 

 参加者数 129 名  

講座名 中播磨地区における地域福祉の現状と課題、今後の展望について 

講 師 中播磨健康福祉事務所 企画課 中澤寛昭 氏 

評価と課題 地域福祉を推進役である福祉委員、民生協力員を中心に地域福祉の現状と課題をテー

マにした講演を行った。ひとり一人が人とつながることの意味や助け合いについて考え

る機会となった。 

今後は、関係機関との連携や周知方法などを工夫して実施する。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

10,000 円 40,250 円 ▲30,250 円 実績による減 

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

福祉教育推進校の指定 6 6 6 6

福祉体験学習推進助成 6 6 6 6

福祉教育担当者会議　（回） 1 1 1 1

社協講師の派遣　（回） 9 11 9 12

ボランティア講師の派遣　（回） 12 11 13 12

福祉講演会　（回） 0 0 0 0

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

実施回数 1 1 1 1

参加者数 67 117 101 129
※福祉委員事業と合同

開催
※福祉委員、民生協力
員研修と合同開催

※福祉委員、民生協力
員研修と合同開催

※福祉委員、民生協力
員研修と合同開催



事 業 名 １５．まちの学校事業【コープこうべ協働事業】 

対 象 住民全般 

目 的 ○学びの場、交流の場をつくり、そこから起こる地域活動の促進を図る。 

実施内容 ○コープこうべからの地域活動場所の提供により、住民による、住民のための学びと交

流の拠点を設置（R4.10～）。 

クラブ・セミナー主催者と参加者を順次募集。 

○活動場所の詳細 

 ・場所 コープこうべ協同購入センター姫路（南田原 3053）２階フリースペース 

 ・使用可能な日時 月～土曜日の１０：００～１６：００ 

【実績】 

  35 講座を開催 延べ 511 回開催 3,732 名参加  

11/16「まちの学校文化祭」を開催 

  出張講座 11 講座開催  

評価と課題 コープこうべと協同し、地域住民でつくる学びと交流の場づくりを行うことができ

た。 

35 講座の開催があった。 

活動として、こども食堂、不登校の相談、がん患者のサポート、精神障がい者の居場

所、終活の取り組み、子育てグループの活動、食文化の伝承等の地域課題へ取り組む活

動、その他、文化的な活動も多数行われており、住民による地域生活を豊かにする活動

となっている。 

「まちの学校文化祭」開催により「まちの学校」を周知できた。 

また、「まちの学校」のグループが地域に出向く「まちの学校出張教室」を 11 回の実

施し、好評であった。 

今後は、地域に出向く出張教室や、グループ同士の交流などに力を入れることで活動

の活性化に努めていく。 

※ボランティアセンターの運営事業に経費統合 

事 業 名 １６．ボランティアセンター運営事業【兵庫県社協受託事業】 

対 象 住民全般 

目 的 ○ボランティア活動の啓発と育成、活動調整 

実施内容 ○ボランティア保険の受付窓口業務 

【実績】・兵庫県ボランティア・市民活動災害共済：受付人数 945 人 

    ・兵庫県ボランティア活動等行事用保険：受付件数 48 件 

○ボランティアコーディネート業務 

【実績】・ボランティアに関する相談・調整件数：324 件 

○福崎町ボランティア連絡協議会の運営支援 

【実績】・役員会：３回 

年度 令和4 令和5 令和6 令和７

講座種類 23 37 35 35

延講座実施回数 不明 444 420 511

延参加者数 不明 900 2,704 3,732

出張講座回数 3 12 11

まちの学校文化祭の開催 1 1 1

夏休み子ども向け教室 1 1



    ・交流会：１回 

○ボランティア活動の啓発 

【実績】・広報誌によるボランティア情報の発信：18 件 

○ボランティア研修 

【実績】・日時：令和７年 12月 24 日（水） 

・場所：兵庫県立人と自然の博物館 他 

・内容：伝承と災害について 

・参加者数：17 名 

評価と課題 ボランティア連絡協議会役員会においてボッチャ体験を実施、交流促進や福祉教育の

推進に寄与するニュースポーツの啓発及び地域への普及を図ることができた。 

高齢化に伴うボランティアグループの減少が続いているため、新たなボランティアグ

ループ登録に向けて情報発信を行う。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

7,479,190 円 8,215,658 円 ▲736,468 円 R6 産休対応から R7通

常復帰の人件費減 

事 業 名 １７．ボランティア育成事業 

対 象 住民全般 

目 的 ○ボランティアをはじめるきっかけづくり、ボランティアをしている方が新たな知識や

技術を得る場づくり。 

実施内容 ○親子ボランティア（クリーンウォーキング）を実施  

評価と課題 学校を経由したチラシ配布により、「クリーンウォーキング」では、また参加したいと

いう感想もあったので、引き続き気軽に参加できるような内容を企画する。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

30,622 円 45,878 円 ▲15,256 円 実績による減 

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

ボランティア相談・調整件数 291 403 395 324

ボランティア研修　実施回数 1 1 1 1

ボランティア研修　参加人数 23 37 24 17

ボランティア連絡協議会
　開催数

3 3 3 3

兵庫県ボランティア・
市民活動災害共済　受付人数

1,745 1,029 974 945

兵庫県ボランティア活動等
行事用保険　受付件数

38 63 51 48

広報誌によるボランティア
情報の発信件数

30 14 15 18

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

実施内容 親子ボランティア 親子ボランティア 親子ボランティア 親子ボランティア

実施回数 0 1 2 1

実参加者数 0 32 30 9

参加者数（延べ） 0 32 33 9



事 業 名 １８．サマーボランティア事業 

対 象 住民全般 

目 的 ○夏休み期間中、ボランティア体験やボランティアを始めるきっかけとなる講座を実施

する。 

実施内容 ○ボランティアグループの協力により１日体験教室を開催 

【実績】募集講座数 ：19 講座 

実施講座数 ：15講座  

延べ参加者数：72名 

評価と課題 今年度は親しみやすく、見やすいチラシを作成した。人気のある講座に応募が集中し

たので、いろんなボランティアグループに興味を持ってもらえるよう工夫し、多くの方

を受入できるようにボランティアグループと調整する。早めに広報することで、参加者

の増を図る。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

116,963 円 112,508 円 4,455 円

事 業 名 １９．ボランティアグループ助成事業 

対 象 住民全般 

目 的 ○ボランティアグループ立ち上げと活動の継続・発展 

実施内容 ○ボランティアグループ立ち上げや運営相談 

 ・登録ボランティアグループ：28 団体、会員数 445 人 

地域ボランティアグループ 5団体：69人 

一般ボランティアグループ 16団体：283 人（内助成金給付グループ 15 団体） 

シニアボランティアグループ 7団体：93 人 

 ・登録相談の対応：2件  

○社協登録ボランティアグループに活動助成金を交付 

一般・シニアグループ（一般扱）１グループにつき 20,000 円／年：26団体 

   シニアグループ１グループにつき 10,000 円／年：1団体 

○社協登録ボランティアグループメンバーのボランティア災害共済に加入時に保険料を

助成 

１名 500 円／年の保険料の内 300 円を助成：267 人 

○県民ボランタリー助成の周知と手続き 

   県民ボランタリー活動助成金の申請手続き：19団体 

評価と課題 助成により、各ボランティアグループに積極的に活動していただくことができた。 

今年度は、福祉教育サポーターやみまもり副食サービス調理など事業に対し、各ボラ

ンティアグループへ協力を依頼したことで、事業への参画が進み、活動内容の充実と活

性化につながった。今後も引き続き協力を依頼していく。 

一方で、年度途中に活動を休止したボランティアグループもあったため、グループと

して継続的に活動できるよう支援するとともに、個人ボランティアとして参加できる体

制づくりにも取り組む。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

531,860 円 548,348 円 ▲16,488 円

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

募集講座数 14 18 22 19

実施講座数 5 14 18 15

参加者数（延べ） 24 93 93 72



事 業 名 ２０．ボランティアまつり事業 

対 象 住民全般 

目 的 ○イベントによるボランティア活動の普及啓発 

実施内容 ○民俗辻広場まつりと共催でボランティアまつりを実施 

【実績】日時：令和 7年 4月 5日（土） 

    参加団体数：12団体 

    ボランティア人数：87 名 

    ボランティア体験者数：269 名 

評価と課題 民俗辻広場まつりとボランティアまつりを共催で実施することができ、来場者も多

く、ボランティアの活動を周知することができ、各ボランティアグループのモチベーシ

ョン向上につながった。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

211,005 円 267,012 円 ▲56,007 円 実績による減 

事 業 名 ２１．視覚障がい者への録音 CD による友愛訪問事業  

対 象 障がい者等 

目 的 ○視覚障がい者等への音声の情報提供 

実施内容 ○朗読ボランティアが町や社協の広報誌を朗読、録音して視覚障がい者等に届ける。 

評価と課題 現在は利用者が少ないため、CD 以外の媒体や広報以外の朗読なども検討していく。 

視覚障がい者の実態を調査し、ニーズ把握を継続して行う。 

※ボランティアセンターの運営事業に経費統合 

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

地域ボランティアグループ 6 6 6 5

一般ボランティアグループ（助成金給付） 17（15） 18（16） 18（15） 16（15）

シニアボランティアグループ 8 7 7 7

ボランティアグループ会員数 485 480 488 445

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

参加団体数 11 12 13 12

ボランティア人数 75 81 106 87

ボランティア体験者数 117 313 284 269

ボランティア体験者数（延べ） 566 1,254 1,077 984

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

録音CDの設置か所 2 2 2 2

設置回数（延べ） 24 24 24 24



事 業 名 ２２．生活支援サポート事業 

対 象 住民全般 

目 的 ○登録ボランティアの傾聴を通じて住民に寄り添い孤立を防ぐ支援を行う。 

 ※地域包括ケアシステムと連動 

実施内容 ○傾聴ボランティア研修会（認知症サポーター養成講座） 

 【実績】 

・令和 7年 8月 29日（火）16名 

○参加者同士の交流会の開催 

 【実績】 

・令和 7年 10 月 20日（月）8名（神河町のおはなし相手ボランティアと交流） 

・令和 8年 2月 25日（木）6名（福崎町のみの交流） 

評価と課題 傾聴ボランティア研修会を開催し、認知症への理解、声掛けについて学んだ。また、

神河町のおはなし相手ボランティアと交流し、活動で気を付けることや心構え等につい

て学んだ。今年度は個別訪問を行うことができた。今後は交流会を定期的に開催し、活

動中の困りごと等の情報交換を行う。また、チラシを作成し、個別訪問や施設訪問の利

用募集を行う。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

7,675 円 24,502 円 ▲16,827 円 講座回数の減 

事 業 名 ２３．母子家庭支援事業 

対 象 母子家庭 

目 的 ○母子・寡婦家庭の親子が集い、当事者間の支援や相談の場として交流会、勉強会等を

開催し、社会参加を促す。 

実施内容 ○福崎町婦人共励会の団体運営支援 

【実績】 

会員数 17 世帯（令和 8年 3月末） 

    うち母子家庭 2世帯 

      寡婦家庭 15世帯 

・総会 13 名参加 

・いきいき講座  4 回開催 延べ 38名参加  

 （自力整体、寄せ植え、ケーキ作り、フラワーアレンジメント） 

 ・交流会 13 名参加 

■中播磨地区婦人共励会事業への参加 

 ・ひとり親家庭のつどい（姫路市） 8 名参加（他市町含めて 43 名） 

 ・神崎郡母子家庭等野外活動 （神戸方面）8名（他市町含めて 28名） 

○福崎町婦人共励会への活動助成金の交付 

・団体活動助成金（福崎町） 194,000 円 

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

講座の参加者数 36 23 23 16

講座の延べ参加者数 48 31 23 16

交流会　開催数 5 3 1 2

利用登録者数 1 0 2

活動登録者数 22 24 24

調整件数 1 0 2



評価と課題 活動が集中する時期があったので、計画的に分散させ、会員の負担を軽減した。 

また、土日祝などを利用して親子で参加しやすい日時を調整する。 

会員数が減少しているので、広報などで活動を呼びかけ、現状で抱えている悩みを相

談したり、情報交換の場を整える。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

194,000 円 194,000 円 0 円

事 業 名 ２４．身体障がい者支援事業 

対 象 障がい者 

目 的 ○身体障がい者が集い、当事者間の支援や相談の場として交流会、勉強会等を開催し、社

会参加を促す。 

実施内容 ○福崎町身体障害者福祉会の団体運営支援 

【実績】会員数：25 人 

福崎町の障害者手帳所持者数：594 人（令和８年３月末現在、うち加入率：4.2％） 

 ・総会：11名参加 

 ・ボッチャリーグふくさき：3名参加 

・野外活動：8名参加 

・交流会：8名参加 

 ・兵身協や県肢体の事業参加支援 

○福崎町身体障害者福祉会への活動助成金の交付 

 ・活動補助金：292,000 円 

評価と課題 会員の高齢化や長年所属していた会員の退会も顕著で、また、事業の参加が困難な方も

多かった。身体障害者福祉会の会員だけではなく他の当事者団体や地域の方々も参加でき

るような行事を開催し、会の活動周知や会員募集に努める。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

292,000 円 292,000 円 0 円

事 業 名 ２５．知的障がい者支援事業 

対 象 障がい者 

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

婦人共励会　会員数 21 18 19 17

婦人共励会　総会参加率（％） 66.7 83.3 73.6 64.7

婦人共励会　補助金額（円） 194,000 194,000 194,000 194,000

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

会員数（人） 37 36 31 25

※加入率（％） 6.1 5.9 5.1 4.2

総会参加率（％） 35.1 22.2 25.8 44.0

補助金額（円） 292,000 292,000 292,000 292,000

※福崎町身体障害者手帳所持者594名（R8.3.31）のうち、身体障害者福祉会の加入率



目 的 ○知的障がい者とその親が集い、当事者間の支援や相談の場として交流会、勉強会等を

開催し、社会参加を促す。 

実施内容 ○福崎町手をつなぐ育成会の団体運営支援 

○福崎町手をつなぐ育成会への活動助成金の交付 

評価と課題 今年度は天候の影響が少ない屋内で交流会を開催した。個別に相談会を行い、新規会

員を増やすことができた。中播磨地区手をつなぐ育成会とも協議し、役員の負担軽減を

図り、成り手不足の解消を図る。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

216,000 円 216,000 円 0 円

事 業 名 ２６．視覚障がい者支援事業 

対 象 障がい者 

目 的 ○視覚障がい者とその支援者等が交流する機会づくりにより、支援活動を円滑にする。

実施内容 ○視覚障がい者交流事業の開催（年１回：R7 年度は実施なし） 

評価と課題 福崎町障害者基幹相談支援センターに働きかけ、聞き取りができた。交流会・講習会

等なの支援活動ができるように調整する。 

事業名 ２７．精神障がい者支援事業 

対 象 障がい者 

目 的 ○精神障がい者の社会参加促進のための活動や施策検討を行う。 

実施内容 ○ピアサポーターグループ「ひすいの友」運営への協力 

 ・定例会への参加 

 ・ピアサポーターの講演会を支援 

評価と課題 精神障がい者ピアサポーターグループの運営に協力し、当事者の声を伝える活動（ピ

アサポーター活動）の活動支援を行った。 

自治会のミニデイサービスでピアサポーターの講演会を行い、地域の方々と交流を深

めることができた。引き続き、地域との交流や活動啓発を行っていく。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

0 円 0 円 0 円

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

手をつなぐ育成会会員数（世帯） 36 36 36 34

会員療育手帳所持者数（人） 39 39 38 36

町内療育手帳所持者数（人） 232 235 245 261

手をつなぐ育成会加入率（％） 16.9 16.6 15.9 13.8

手をつなぐ育成会補助金額（円） 216,000 216,000 216,000 216,000

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

開催回数 0 0 0 0

参加人数 0 0 0 0



事 業 名 ２８．戦没者遺族支援事業 

対 象 戦争関係 

目 的 ○戦没者遺族により、英霊の顕彰、戦没者遺族の福祉増進を図る。 

実施内容 ○福崎町遺族会の団体運営支援【実績】 

 遺族会員数：204世帯 

5/25 開催・戦没者追悼式 参列者数：54 名（607柱） 

○活動助成金の交付 

評価と課題 会員数が減少しており、青年部活動の支援、自治会ごとの世話人を精査、組織の規約

の見直しを行い、運営体制を強化する。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

147,000 円 147,000 円 0 円

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

助成団体 0 1 0 0

助成金額（円） 0 5,640 0 0

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

遺族会　会員数 253 245 235 204

遺族会　補助金額（円） 147,000 147,000 147,000 147,000



重点目標③ 個人、自治会、広域における連携での防災への取り組み 

事 業 名 ２９．災害ボランティアセンター運営事業

対 象 住民全般（災害対策） 

目 的 ○災害時におけるボランティアによるたすけあい活動の実施 

実施内容 ○福崎町の災害時における災害ボランティアセンターの設置と運営 

 ※令和 7年度設置なし。※設置運営のための訓練を R7.11.9 に開催 

○平常時から災害への取り組み啓発と支援 

 ※つながりあい通信（R8.3 月号）を配布し、希望自治会に対する啓発協力（12 自治

会） 

評価と課題  福崎町と協定の締結および災害ボランティアセンター開設訓練実施により、関係機関

との連携強化や職員の対応力向上、役割分担等の認識の共有が図れた。 

一方、職員の防災意識の醸成に向けて、定期的な研修や実践的な訓練の充実を図り、

災害時には職員自身も被災者となり得ることを踏まえ、役割分担の明確化や運営体制の

見直しが課題となっている。 

※ボランティアセンターの運営事業に経費統合 

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

ボランティア派遣日数 0 1 2 0

ボランティア派遣人数 0 1 3 0

職員派遣日数 0 1 7 0

職員派遣人数（延べ） 0 3 7 0

災害義援金　被災地域 0
令和６年能登半島
地震

令和６年能登半島
地震(延）

令和６年能登半島
地震(延）

災害義援金　募金金額 0 587,532 67,021 11,329



重点目標④ 必要な窓口につなげる相談支援体制づくりと課題を解決するためのネットワークづくり 

事 業 名 ３０．なやみごと相談所事業 

対 象 住民全般 

目 的 ○地域生活におけるなやみごと全般に対する有識者による相談窓口を設置することで地

域生活の困りごとの潜在化を防ぐ。 

実施内容 ○相談経験豊富な法的知識を持った警察署長経験者や司法書士と地域の実情を踏まえ福

祉的な支援を行う民生委員・児童委員の 2名にて相談を受ける。 

・毎月第１、第３水曜日 13:00～15:00 サルビア会館 ※予約不要 

【実績】 

・年間 24回実施 延べ 38 人利用 

○なやみごと相談で解決しない法律的な相談は弁護士による法律相談で対応する。 

・毎月最終水曜日 13:00～ サルビア会館にて実施 

【実績】 

・法律相談 7回実施 延べ 13人利用 

評価と課題 法律相談に繋げる前になやみごと相談で満足して帰られる方が比較的増えている。 

弁護士の助言が必要なものは、法律相談に繋げた。 

利用者数が減少傾向にあるため、広報誌などで開催日時を呼びかける。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

660,403 円 663,989 円 ▲3,586 円

事 業 名 ３１．ほっとかへんネット（社会福祉法人連絡協議会）運営事業 

対 象 組織運営 

目 的 ○町内の社会福祉法人がネットワークを組み、行政と連携して安全に住みやすい生活・

福祉課題の解決を図る取り組みを進める。 

※令和５年３月１日設立。 

実施内容 ○社会福祉法人 連絡協議会の開催 １回  

 ・社会福祉法人の職員によるフードドライブを実施。 

評価と課題 福崎町内に本部を置く社会福祉法人が連携し、地域福祉分野（福崎町社会福祉協議

会）、障がい福祉分野（髙岡の里福祉会）、高齢福祉分野（円融会）、児童福祉分野（福

崎福祉会、サルビア会）の５法人からなるほっとかへんネット福崎（福崎町社会福祉法

人連絡協議会）で社会福祉法人による地域活動の検討を行った。令和７年度は令和 6年

度に引き続き、社会福祉法人の職員によるフードドライブを実施し、困窮者世帯の支援

に取り組んだ。 

※法人運営事業に経費統合 

●なやみごと相談

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

開催日数 24 24 23 24

延利用者数 37 53 45 38

●法律相談

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

年回数 6 10 5 7

延利用者数 11 25 7 13



年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

ネットワーク会議の開催 1 0 1 1



重点目標⑤ 社会福祉協議会の基盤強化と活動の理解促進

事 業 名 ３２．法人運営事業 

対 象 組織運営 

目 的 ○社協の法人全体の組織運営を行う。 

実施内容 ○理事会  5 回開催 

○評議員会 3回開催 

○委員会 評議員選任・解任委員会 2回開催 

○全体（職員）研修 1回開催 

○マネージャー会議 12 回開催 

○各部署定例会議（介護保険係 12回） 

○各部署研修、外部研修の実施 

評価と課題 マネージャー会議等で各事業の現状を共有し、課題に対応できている。 

外部研修や各部署の研修以外に、社協職員全員に対して「カスタマーハラスメント」研

修を行い、職員間の協働意識の高揚と研鑽を図った。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

35,149,923 円 29,801,120 円 5,348,803 円 R6 産休の非常勤対応

及び R7 人勧による人

件費の増 

事 業 名 ３３．地域福祉推進計画策定事業 

対 象 組織運営 

目 的 ○住民参画による「支え合いによる地域づくり」の中期計画を作成する。 

実施内容 ○毎年、計画的に長期計画の為の調査と検討を行う。 

○毎年、事業計画と事業報告作成にあわせて推進計画の修正と進捗確認を行う。 

※現行の第４次地域福祉推進計画（令和４年４月～令和９年３月） 

評価と課題  現行地域福祉推進計画の 4年目として評価を行った。効果が出ている分野や新たな取

り組みができている事項もある一方、取り組みが弱い部分もあり、最終年度である令和

8年度は、取り組みに力を入れていく必要がある。 

 また、令和 8年度は第 5次地域福祉推進計画の策定を進めていく。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

0 円 0 円 0 円

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

理事会　開催回数 4 4 3 5

評議員会　開催回数 3 3 3 3

委員会他　開催回数 2 2 2 2

マネージャー会議　開催数 12 9 7 12

各部署定例会議（3部署）
　延べ開催回数

24 27 7 12

全体研修　開催回数 0 1 1 1



事業名 ３４．広報事業 

対 象 住民全般 

目 的 ○地域活動についての情報発信 

○たすけあい活動や福祉課題の啓発 

○社協事業の理解促進 

○地域のたすけあいの意識づくり 

実施内容 ①社協広報誌「さるびあ」の発行 

 ・奇数月発行（年間６回） 

・福崎町の全世帯へ各戸配布、関連機関に送付 【実績】合計 38,820 部発行 

②ホームページ及びブログの運営 

評価と課題 ブログの発信をこまめに行い、社協事業の広報を積極的に行った。 

ホームページによる情報発信（ブログ等）と併用し、少ない紙面でわかりやすい内容

とすることに努めた。 

広報誌「さるびあ」に掲載する研修会･イベントを積極的に取材できた。 

ブログ閲覧数をより向上するため、ブログにも目を向けてもらえるよう努める。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

1,170,720 円 1,104,694 円 66,026 円

事 業 名 ３５．会員募集事業

対 象 住民全般 

目 的 ○社協運営の根幹となる住民たすけあいによる地域づくりと運営資金の協力 

実施内容 ○住民による地域づくりに賛同する個人、団体や企業に会員として協力を依頼 

評価と課題 個人会費が減少しているので、会費と善意募金のつかいみちを分かりやすくしていく。

比 較 令和７年度会費の額 令和６年度会費の額 差額 備考 

2,443,500 円 2,455,500 円 ▲12,000 円

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

広報誌発行回数 6 6 6 6

発行部数 38,820 38,220 38,820 38,820

ホームページの閲覧数 7,886 7,500 5,117 8,129

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

一般会費（円） 2,167,000 2,287,000 2,289,000 2,258,000

会員率（％） 70.1 74.3% 73.7% 72.4%

個人会費（円） 84,500 64,000 71,500 70,500

賛助会費（円） 50,000 80,000 70,000 90,000

団体会費（円） 25,000 25,000 25,000 25,000

合　　計 2,326,500 2,456,000 2,455,500 2,443,500



事 業 名 ３６．福祉委員事業 

対 象 住民全般 

目 的 ○たすけあいの地域づくりのための意識を高める活動者を社協から委嘱する。 

実施内容 ○全自治会へ福祉委員の委嘱 

 34 自治会 61 人（R6.12.1～現在） 

○福祉講座等への参加による意識啓発促進 

・福祉委員会・研修会 年３回 

○町福祉委員会への積極的参加依頼 

・給食サービスの地区配達／年 24回実施（協力状況は自治会による） 

・「つながりあい通信」の配布／年 12 回実施、発行自治会数：12 

長目、西光寺、辻川、大門、庄、鍛冶屋、新町、山崎※、福田、板坂、桜、長野、 

田口※（※不定期） 

延べ発行部数：4,046 部（庄・長目：データ提供：隣保回覧、庄、新町、大門） 

評価と課題 地域福祉の推進に資する研修を企画し、見守り活動への理解や協働の必要性への理解

を促した。また、民生委員や民生協力員等と自治会内での連携を図るため、合同研修を

行い連携や協働の意識啓発を図った。引き続き、地域福祉の推進役としての活動を支援

していく。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

388,820 円 408,684 円 ▲19,864 円 実績による減 

事 業 名 ３７．日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）【兵庫県社協受託事業】 

対 象 高齢者・障がい者等 

目 的 ○判断能力が不十分な人の権利擁護に資することを目的として、自立した地域生活が送

れるよう、福祉サービスの利用援助を行う 

実施内容 ○認知症、知的障がい者、精神障がい者など、判断能力に不安がある方と契約し、金銭

管理、通知内容の確認や福祉サービスの利用を支援する。 

・利用料 1 時間 500 円 ※生活保護世帯は無料 

・利用人数：9人、延べ利用回数：283 回 

評価と課題 利用者の心身の状態や生活状況に合わせるため、生活支援員もカンファレンス会議等

へ参加し、関係機関と連携した。また、神崎郡成年後見・法福連携推進協議会と連携

し、本事業の理解促進を始めとする権利擁護支援に取り組むことができた。 

利用者の増加に備え、民生委員児童委員協議会やボランティア登録グループ等に声か

けし、人員を確保できた。また、持続可能な権利擁護支援モデル事業について研修し、

国や他市町の情報を得ることができた。 

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

研修会開催回数 4 4 3

研修会開催参加人数 130 125 93

福祉委員会開催 3 1 2 0

福祉委員会参加人数 96 29 69 0

参加率(％） 51.6 52.0 51.0 50.0

●つながりあい通信

発行地区数 10 12 12 12

実発行部数（月） 234 282 330 354

延べ発行部数 2,809 3,372 3,966 4,046



比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

966,250 円 981,373 円 ▲15,123 円 実績による減 

事 業 名 ３８．生活福祉資金貸付事業【兵庫県社協受託事業】 

対 象 生活困窮世帯 

目 的 ○低所得者への貸付により生活の更生を図る。 

実施内容 ○福崎町社協が申請窓口となり、県社協の審査を受け、県社協が貸付をする。 

【実績】 

 ・相談件数 33件 

 ・新規貸付取次件数 1 件  

（緊急小口資金・総合支援資金） 

うち貸付決定件数 1 件 

 ・継続貸付件数 40 件 

評価と課題 低所得者への貸付相談を随時対応し、１件新規貸付につなげた。また、町福祉課、NPO

法人「フードバンクはりま」や自立相談支援機関「神戸の冬を支える会」などとも連携

し、食料提供や就労支援、他の支援にもつなげ包括的な対応を図った。引き続き、他機

関と連携し、相談対応に努める。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

414,802 円 366,485 円 48,317 円 実績の増 

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

利用人数 10 9 11 9

延べ利用回数 235 254 270 283

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

相談件数 1 34 27 33

新規利用決定件数 0 0 1 1

貸付中件数 47 46 40 40

うち償還中件数 24 25 23 22

うち長期滞納件数 3 22 17 18

うち福祉資金　貸付中
（償還中含む）件数

3 11 2 2

うち教育支援資金　貸付中
（償還中含む）件数

21 20 17 17

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

緊急小口資金取次 6 2 1 1

総合支援資金取次 6 0 0 0



事 業 名 ３９．ほっとかへんネットワーカー配置事業【兵庫県社協受託事業】 

対 象 生活困窮世帯 

目 的 ○貸付借受世帯等が安心して暮らすことができるために必要な支援と地域内のセーフテ

ィネットの充実を通した社会的孤立・排除の解消・予防を図る。(令和４年度～) 

実施内容 ○社協が貸付借受世帯への実態把握等を実施し、必要なサービスや関係機関を紹介。 

【実績】 

・借受世帯からの相談（随時）7件 

・貸付件数 362 件（令和 8年 3月現在） 

・生活支援物資配布事業（年 2回） 

・フードバンク取次 16 件 

評価と課題 生活困窮世帯への物資配布を継続し、広報誌や全戸回覧による周知強化の結果、令和

の米騒動の影響もあり寄付が増加し、年２回の物資配布を実施することができた。多機

関連携会議では他社協の取り組みを学び、次年度の改善に活かせる知見を得た。一方

で、借受世帯への関係構築の難しさが明らかとなった。償還期限が近づく世帯に対し、

事前の相談促進と制度案内を徹底し、延滞発生を未然に防ぐアプローチを強化する。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

5,557,291 円 5,821,780 円 ▲264,489 円 実績による減 

事 業 名 ４０．生活保護受給つなぎ資金貸付事業 

対 象 生活困窮世帯 

目 的 ○生活保護新規申請者に対し、保護費支給までの間の生活に必要な費用の貸付により、

生活の維持を図る。 

実施内容 ○生活保護新規申請者に対し、保護費支給までの間の生活に必要な費用を貸付ける。 

 ※福祉課から生活保護受給申請中である証明書の交付を受ける。 

【実績】 

貸付件数 5 件 230,000 円 

令和 7年度未回収 1件 90,000 円 

徴収不能（令和 6年度分）1件 50,000 円 

コロナ特例貸付対応件数

令和４ 令和5 令和6 令和７

12 9 4 7

7 0

361 361 361 362

157 114 103

59 0 0

うち償還期限後件数 40 43

0 5 4 0

92 140 203 215

生活困窮者世帯に対する地域支援

令和４ 令和5 令和6 令和７

3 21 40

他機関との連携 12 6 5

物資の配布世帯 54 33 56

年     度

相談件数

新規利用決定件数

貸付中（免除含む、償還中含む）
合計件数

うち免除・完了件数

うち償還期限内件数
291

年度

相談援助件数

うち据置期間内件数

うち償還猶予件数



評価と課題 生活保護受給相談から受給決定までの間の生活を支えるため、役場担当者と連携し、

速やかに対応している。 

本事業の利用後に生活保護が受給または却下の判定後の生活支援が十分に行き届かず

継続的な支援に課題がある。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

280,000 円 273,000 円 7,000 円 実績による増 

事 業 名 ４１．緊急援護給付金事業 

対 象 生活困窮世帯 

目 的 ○生活困窮世帯が緊急的かつ一時的に生活に必要であると見込まれる費用を給付するこ

とにより生活の維持を図る。 

実施内容 ○生活困窮世帯が緊急的かつ一時的に生活に必要であると見込まれる費用を、必要書類

を提出することにより、30,000 円を限度に給付する。 

 【実績】給付件数 15件 

評価と課題  医療、介護、生活費など支出が生じた非課税世帯に対して、迅速な給付を行うことで

生活困窮の深刻化を未然に防ぐことができた。生活困窮者への相談の課題解決につなが

るケースも多く、生活再建への入り口として給付をきっかけに支援に繋いでいる。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

359,190 円 454,271 円 ▲95,081 円 実績による減 

事 業 名 ４２．災害見舞金支給事業 

対 象 被災者 

目 的 ○災害を受けた世帯に対し、住民からのお見舞の気持ちをお渡しする。 

実施内容 ○災害を受けた世帯に対し、見舞金を給付する。 

 ・全焼、全壊、流失  20,000 円  ・半焼、半壊  10,000 円 

・床上浸水       5,000 円  ・死亡     20,000 円 

【実績】 

給付件数 1 件 

評価と課題 関係部署と連絡をとり、速やかな支給とともに、遺漏のない体制をつくる。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

20,000 円 0 円 20,000 円

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

貸付件数 6 8 6 5

貸付金額（円） 220,000 225,000 273,000 230,000

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

給付件数 18 12 17 15

給付金額（円） 516,860 304,670 454,271 359,190

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

給付件数 0 1 0 1

給付金額（円） 0 20,000 0 20,000



事 業 名 ４３．介護用品貸出事業 

対 象 高齢者・障がい者等 

目 的 ○介護保険制度の貸出対象とならない方への介護用品の貸出による介護負担の軽減 

実施内容 ○事故や病気等で一時的に介護が必要となった方、重度障がい者、介護保険制度の貸し

出し対象外の方に対して介護用品を貸出すことで介護負担の軽減を図る。 

・貸出物品（有料）※生活保護世帯無料 

電動ベッド：初回利用料（搬入・搬出代込）8,000 円 

４カ月以降１カ月につき 1,000 円  

ポータブルトイレ：2,000 円  

 ・貸出物品（無料） 

車いす、松葉杖、四点杖、シャワー椅子、シャワーキャリー、 

セーフティアーム、歩行器、車いす簡易スロープ等 

【実績】 

  利用者数 120 件【下表の通り】 

評価と課題 車いすの修理や処分、介護用品の種別ごとの整理を行った。引き続き、定期的に状態

確認と更新・修理、倉庫の整理を行う。申請理由を細かく聞き取り、関係機関と連携し

て強化で貸出対象の適正化を図った。関係機関に制度の広報・周知を定期的に行う。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

79,902 円 48,051 円 31,851 修理費の増 

事 業 名 ４４．認知症高齢者等やすらぎ支援事業【福崎町受託事業】 

対 象 高齢者 

目 的 ○物忘れ等認知症が疑われる高齢者宅を「やすらぎ支援員」が訪問し、家族に代わって

見守る。（身体に触れる援助、家事等の援助は行わない。） 

実施内容 ≪福崎町社会福祉協議会ホームヘルプステーション≫ 

運営日時：月～金曜日 8：30～17：15 ※年末年始、祝日除く 

【実績】 

・実人数  1 人 訪問回数 15 回 

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

利用者数 100 137 134 120

電動ベッド（有料） 3 11 10 8

ポータブルトイレ（有料） 3 2 3 1

車いす 76 93 98 70

松葉杖 0 1 1 5

シャワー椅子・キャリー 3 3 0 3

四点杖 5 4 2 3

一点杖 1 1 0 3

セーフティアーム 2 0 3 3

歩行器 2 10 7 18

車いす簡易スロープ 2 1 1 2

老人車 2 9 7 1

床置き手すり 1 2 2 3



評価と課題  年度当初は利用者がなく、11 月から利用が発生した。他のサービスで補えない場合の

み発生する事業で、今後も必要に応じて対応できるよう職員の確保に努める。令和 7年

度は対応いただける支援員の登録が増えた。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

23,873 円 170,452 円 ▲146,579 円 利用実績による人件

費の減 

事 業 名 ４５．子育て世帯訪問支援事業【福崎町受託事業】   

対 象 子育て 

目 的 ○訪問支援員が、家事・子育て等に不安・負担を抱えた子育て家庭、妊産婦、ヤングケ

アラー等がいる家庭を訪問、家事を支援し、家庭や養育環境を整え、虐待リスク等の

高まりを未然に防ぐ。 

実施内容 福崎町社会福祉協議会ホームヘルプステーション 

運営日時：月～金曜日 9：00～17：00（年末年始、祝日を除く）  

 〇家事支援（調理、掃除、洗濯、買い物）  

 〇育児支援（登園、登校、見守り）※しつけ、学習指導は対象外。 

【実績】 

 実施回数 112 回 

評価と課題 令和 7年度からの新規事業として、10 月から実施。 

 子育て世帯の生活上の課題に対して、支援員が訪問することで、生活のリズムづくり

を支援することができた。 

 子育て世帯の家庭は障害や貧困など複合的な課題を抱えた家庭が多く、支援員の訪問

を専門的な視点からサポートする重要な事業である。

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

360,427 円 0 円 360,427 円 令和 7 年 10 月から事

業開始による増 

事 業 名 ４６．在宅介護支援センター事業【福崎町受託事業】 

対 象 高齢者 

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

実人数 3 1 1 1

訪問回数 86 4 12 15

訪問時間数 125 4 14 15

受託金 262,500 8,400 29,400 31,500

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

実人数 3

訪問回数 112

受託金 595,845



目 的 ○在宅介護支援センター事業 

・在宅高齢者の実態把握等により、在宅介護の課題解決に取り組む。 

実施内容 福崎町在宅介護支援センター「すみよしの郷」 

運営日時 毎週月～金曜日 8:30～17:15   

  【実績】 

 実態把握件数               76 件 

 支援センター連絡会参加回数 23 回 

 地域ケア会議参加回数     2 回 

評価と課題 実態把握訪問の継続実施と支援センター連絡会、地域ケア会議に出席し、意見交換、

情報共有など地域課題に関する検討を行った。 

 今後も超高齢社会を見据えた地域包括ケアシステム構築に向け、行政や地域包括支援

センターと連携して取り組んでいく。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

1,490,199 円 1,250,628 円 239,571 円 職員の異動および人

事院勧告による人件

費の増 

事 業 名 ４７．居宅介護支援事業（介護保険事業） 

対 象 高齢者 

目 的 ○要支援・要介護者とその家族の介護保険制度のサービスを利用して、より良い生活が

送れるよう介護計画を調整する。 

実施内容 福崎町社会福祉協議会福崎町在宅介護支援センター「すみよしの郷」 

運営日時 毎週月～金曜日 8:30～17:15 ※緊急な要件には 24時間対応 

【実績】 

延べ利用者人数 2,258 人 ｹｱﾏﾈ一人当たりの平均担当者件数 34.2 件/月 

評価と課題 介護・予防にかかわらず新規利用を積極的に受け入れた。 

令和７年３月末に事業職員２名が定年退職し、後任を募集したが、事業職員の補充が

できなかったため、非常勤職員で対応した。 

その他、令和 8年 3月末の他部署職員の退職に伴う 1名の欠員を職員配置転換と事業

職員の採用により補うことができた。 

事業所に義務づけられた法定研修を実施し、必要な知識や技能の習得、体制の整備に

努めた。その他、事業所内での事例検討や研修を計画的に実施して質の確保に努め、外

部研修や主任介護支援専門員の更新研修にも参加した。 

●在宅介護支援センター　実態把握件数

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

在介（すみよし事業所）
　実態把握件数

64 61 53 76

在介・相談（訪問）件数【合計】 60 55 55

●支援センター連絡会　参加回数

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

参加回数 25 21 19 23

●地域ケア会議　参加回数

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

参加回数 5 2 2 2



 特定事業所として、サービスにつながりにくい困難ケースへの対応、障害と高齢者の

複合世帯への対応、一人暮らしで身寄りがない、または家族があっても疎遠になってい

る高齢者に対して、成年後見制度の利用につなげるなどの対応を行った。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

41,071,317 円 29,855,593 円 11,215,724 円 常勤職員欠員を非常

勤職員で対応したこ

とによる減、およ

び、退職金支給によ

る増及び人事院勧告

による増 

事 業 名 ４８．通所介護事業（介護保険事業） 

４９．いきいきクラブ事業（介護保険事業）【総合事業】 

対 象 高齢者 

目 的 ○要支援・要介護者の日中の通所活動による状態維持・改善、生きがいづくり及び、家

族の介護負担を軽減する。 

実施内容 ≪福崎町第１老人デイサービスセンター「なぐさの郷」（西治事業所）≫ 

（通所介護事業：定員：一般 30 名） 

 運営時間：月～土曜日（年末年始休業）※祝日も運営 8:00～17:15  

【実績】 

 開所日数 307 日 延べ利用者人数 5,185 人 稼働率 56.3％  

≪福崎町第２老人デイサービスセンター「すみよしの郷」（南大貫事業所）≫ 

（通所介護事業：定員：一般 30 名、認知症対応型通所介護事業：認知症 12名） 

 運営時間：月～金曜日（年末年始休業）※祝日も運営 8:00～17:15   

【実績】 

 開所日数 256 日 延べ利用者人数 4,429 人 稼働率 57.7％ 

（いきいきクラブ事業【基準緩和型：総合事業】：定員：30名） 

 運営時間：毎週土曜日    9:30～15:00 

【実績】 

 開所日数 50日 延べ利用者人数 673 人 

●居宅介護支援事業所「すみよしの郷」

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

延利用者数 1,979 1,939 2,130 2,258

介護料収入（円） 29,144,032 27,996,600 30,638,200 31,806,260

介護予防支援業務
受託料（円）

1,325,442 1,468,740 1,870,620 2,234,640

居宅介護料収入（円） 27,818,590 26,527,860 28,767,580 29,571,620



評価と課題 感染予防対策を継続して事業を運営した。 

事業所に義務づけられた「事業継続計画の策定・研修・訓練」「感染症予防の訓練」

「ハラスメント研修」「虐待防止の研修」などを実施し、体制の整備に努めた。 

事業職員による担当者制度を活用し、定期的に研修等を実施し、入浴介助方法や移

動・移乗介助方法の基本を確認・共有し合い、状態に応じたサービスの提供に取り組ん

だ。インターネットを活用した活動内容や日々の様子等の情報発信を新たに開始した。 

 今後も、地域でのサービスの需要に対応できる介護員の質と量の確保のため、事業所

の体制整備、職員の専門性向上を図り、安定運営できるしくみづくりが必要である。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

62,561,919 円

58,674,199 円

62,067,473 円

54,568,011 円

494,446 円

4,106,188 円

第 1：人事院勧告等に

よる常勤職員人件費

約 50万円の増等 

第 2：人事院勧告等に

よる人件費約 100 万

円の増、玄関自動ド

ア修繕約 80 万円の

増、タントスローパ

ー購入約 230 万円の

増等 



事 業 名 ５０．訪問介護事業（介護保険事業） 

５１．ほのぼの自立支援訪問事業（介護保険事業）【総合事業】 

対 象 高齢者・障がい者等 

目 的 ○要支援・要介護者の家庭において生活行為に困りごとがある高齢者に対し訪問介護員

および支援員を派遣し、適切な家事援助・身体介護のサービスの提供により日常生活

の支援を行う。 

実施内容 ≪福崎町社会福祉協議会ホームヘルプステーション≫ 

運営日時：月～金曜日 8：30～17：15  

※必要に応じて土日祝日、年末年始、早朝夜間も対応 

【実績】 

訪問回数 6,811 回 訪問時間数 6,403.94 時間 

≪ほのぼの自立支援訪問≫【基準緩和型総合事業】 

運営日時：月～金曜日 8：30～17：15  

※年末年始、祝日を除く 

※買物、掃除、洗濯、調理などの家事援助のみ提供 

●通所介護事業所「なぐさの郷」

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

開所日数 301 313 307 307

延利用者数 4,830 5,485 5,233 5,185

稼働率 53.5% 58.4% 56.8% 56.3%

居宅介護料収入（円） 44,288,174 51,570,629 49,462,686 47,575,207

予防給付（円） 1,221,534 1,897,856 2,217,242 3,658,691

介護給付（円） 43,066,640 49,672,773 47,245,444 43,916,516
※定員30名 ※定員30名 ※定員30名 ※定員30名

●通所介護事業所「すみよしの郷」

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

開所日数 257 256 256 256

延利用者数 5,512 5,284 5,089 4,429

稼働率 71.5% 68.8% 66.3% 57.7%

居宅介護料収入（円） 52,111,168 47,912,840 44,860,780 39,448,220

予防給付（円） 2,383,988 1,967,570 2,762,720 3,170,213

介護給付（円） 49,727,180 45,945,270 42,098,060 36,278,007
※通常型定員30人
※認知症対応型利用
なし

※通常型定員30人
※認知症対応型利用
なし

※通常型定員30人
※認知症対応型利用
なし

※通常型定員30人
※認知症対応型利用
なし

●いきいきクラブ事業【介護予防・日常生活支援総合事業】

　　（令和4年6月よりはつらつクラブ事業と統合）

　　（平成29決算年度から旧いきいきデイサービス事業（町受託事業）から移行）

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

開所日数 50 50 50 50

延利用者数 810 811 710 673

総合事業収入 2,835,000 2,838,500 2,785,500 2,692,000



※１週間に１時間までの支援に限る 

【実績】 

訪問回数 875 回 訪問時間数 875 時間 

評価と課題 事業所に義務づけられた「事業継続計画の策定・研修・訓練」「感染症予防の訓練」

「ハラスメント研修」「虐待防止の研修」を実施し、体制の整備に努めた。 

事業職員による担当者制度を活用し、利用者へのバースデーカード送付、LINE を通じ

た職員の相互交流グループ開設などを行った。 

令和 8年 4月に新たな常勤職員を採用し、安定したサービス提供する体制づくりに努

めていく。 

 非常勤職員のフォローに注力し、今後も、やりがいのある職場となるよう力を入れて

いく。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

30,834,577 円 29,248,978 円 1,585,599 円 利用実績の増および

人事院勧告による人

件費の増 

事 業 名 ５２．すこやか運動教室事業（介護保険事業）【総合事業】 

対 象 高齢者 

目 的 ○要支援者等に対し、筋力トレーニングの場を提供し、介護予防を図る。 

実施内容 ○通所による運動指導士の指導に基づく筋力トレーニング 

 ・実施日時 毎週 1回 9：30～11：30 

・実施場所 福崎町第 2老人デイサービスセンターすみよしの郷 

・利用料  1 割負担：400 円 

※基準緩和による要支援者等への総合事業 

【実績】 

実施回数 50 回 延べ 340 人 

評価と課題 町の転倒予防教室終了者の活動先として週 1回実施し、運動で健康の維持に効果が出

ている。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

532,029 円 660,664 円 ▲128,635 円 支出の実績による減 

●訪問介護事業（平成12年４月から介護保険制度事業実施）

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

訪問回数 7,360 6,958 6,875 6,811

訪問時間数 5,632.0 6,750.0 6,229.75 6,403.94

居宅介護料収入（円） 21,854,572 25,668,586 25,131,306 25,790,869

予防給付（円） 3,820,303 4,417,149 4,313,986 4,091,350

介護給付（円） 18,034,269 21,251,437 20,817,320 21,699,519

●ほのぼの自立支援訪問事業【介護予防・日常生活支援総合事業】

　　　　（平成２９年度から旧生活支援ホームヘルプサービス事業（町受託事業）から移行）

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

実人数 24 24 23 28

訪問回数 674 627 669 875

訪問時間数 674 627 669 875

総合事業収入（旧受託金） 1,415,400 1,316,700 1,404,900 1,837,500



事 業 名 ５３．居宅・重度訪問介護事業（障害福祉サービス事業） 

対 象 障がい者 

目 的 ○日常生活に支障がある障がい者に対し訪問介護員を居宅に派遣し、身体の介助や生活

支援など、日常生活の援助を行う。 

実施内容 ≪福崎町社会福祉協議会ホームヘルプステーション≫ 

運営日時：月～金曜日 8：30～17：15（必要に応じて土日祝日、早朝夜間も対応） 

【実績】 

開所日数 365 日 延べ訪問回数 2,693 回 

評価と課題 事業所に義務づけられた「事業継続計画の策定・研修・訓練」「感染症予防の訓練」

「ハラスメント研修」「虐待防止の研修」を実施し、体制の整備に努めた。 

事業職員による担当者制度を活用し、利用者へのバースデーカード送付、LINE を通じ

た職員の相互交流グループ開設などを行った。 

令和 8年 4月に新たな常勤職員を採用し、安定したサービスを提供する体制づくりに

努めていく。 

 非常勤職員のフォローに注力し、今後も、やりがいのある職場となるよう力を入れて

いく。 

 障がい者の利用が徐々に増えているため、職員の専門性向上にもさらに力を入れてい

く必要がある。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

7,815,232 円 7,275,606 円 539,626 円 利用実績の増による

人件費の増 

事 業 名 ５４．生活介護事業（障害福祉サービス事業） 

対 象 障がい者 

目 的 ○身体障がい者の日中の通所活動による状態維持・改善、生きがいづくり及び、家族の

介護負担を軽減する。 

実施内容 ≪福崎町第１老人デイサービスセンター「なぐさの郷」（西治事業所）≫ 

(定員：30名)※主に介護保険事業として実施し､身体障がい者へもサービス提供｡ 

 運営時間：月～土曜日（年末年始休業）※祝日も運営 8:00～17:15  

 【共生型サービスとして実施】（実績） 

 実人数 2人 利用者延べ人数 138 人 

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

実施回数 21 48 50 50

利用者数 101 230 211 340

受託金 353,500 805,000 816,500 1,360,000

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

訪問回数 1,785 1,688 2,737 2,693

訪問時間数 2,128.5 1,751.25 2,536.75 2,534.00

収入額（円） 7,472,380 6,221,340 9,630,830 10,423,160



≪福崎町第２老人デイサービスセンター「すみよしの郷」（南大貫事業所）≫ 

(定員:30 名)※主に介護保険事業として実施し､身体障がい者へもサービス提供。 

 運営時間：月～金曜日（年末年始休業）※祝日も運営 8:00～17:15   

【共生型サービスとして実施】（実績） 

実人数１人 利用者延べ人数 29 人 

評価と課題 生活介護の利用により、家族の負担軽減を図る。あわせて、利用者本人が安全かつ充

実した楽しい時間を過ごせる事業を検討・実施できた。 

事業所に義務づけられた「事業継続計画の策定・研修・訓練」「感染症予防の訓練」

「ハラスメント研修」「虐待防止の研修」を実施し、体制の整備に努めた。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

1,160,140 円

325,490 円

832,410 円

372,410 円

327,730 円

▲46,920 円

第 1：利用の増による

事業費の増 

第 2：利用者減による

事業費の減 

事 業 名 ５５．障害相談支援事業（障害福祉サービス事業）【一部、福崎町受託事業】 

対 象 障がい者（児） 

目 的 特定相談支援事業 

・障がい者とその家族が障害福祉制度のサービスを利用して、より良い生活が送れる

よう支援計画を作成する。 

障害児相談支援事業 

 ・障がい児とその保護者が障害児通所支援や障害福祉制度のサービスを利用して、よ

り良い生活が送れるよう支援計画を作成する。 

委託相談支援事業（町受託） 

・障がいに関する全般的な相談を受けることで障がい者家庭の地域生活を支援する。 

実施内容 ≪福崎町障害相談支援センター≫ 

運営時間：月～金曜日 8：30～17：15 

○特定相談支援事業 

・サービス等利用計画の作成等 

●生活介護事業1（共生型サービス）

（令和元年10月から実施）

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

利用実人数 1 1 3 2

利用延人数 87 93 104 138

介護給付費収入（円） 646,234 629,424 770,318 1,023,848

●生活介護事業2（共生型サービス）

（令和3年4月から実施）

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

利用実人数 1 1 2 1

利用延人数 52 48 56 29

介護給付費収入（円） 351,840 351,840 459,520 238,380



○障害児相談支援事業 

 ・障害児支援利用計画の作成等 

○委託相談支援事業（町受託） 

・福祉サービス利用のための情報提供や相談 

・社会資源活用のための支援、社会生活力を高める支援 

・ピアカウンセリングの場づくり。 

・専門機関の紹介 

・障がい者分野のネットワークを活用した地域包括的ケアの検討 

・権利擁護に必要な支援 

・住居入居サポート 

【実績】 

特定相談支援事業 計画作成数 233 件 

障害児相談支援事業 計画作成数 30 件 

委託相談支援事業（町受託） 相談延べ人数 74人 

評価と課題 自立支援協議会、相談支援部会の運営会議に出席し、積極的に課題等を協議検討し

た。 

障害児相談支援事業において特別支援学校、町保健センターと連携し、小中学生や、

卒業後の進路について相談を受けており、件数が増えている。 

また、高齢化に伴って障害福祉サービスから介護保険サービスへ移行される方につい

ても対応し、円滑で途切れないサービスを提供できた。 

その他、地域住民の身近な相談窓口となるよう広報による啓発活動を行った。 

 今後、災害時の対応について、住民の意識を高めることが必要と思われる。 

比 較 令和７年度事業費 令和６年度事業費 増減 備考 

4,904,130 円 19,980,754 円 ▲15,076,624 円 令和６年度支給の

退職金との差額お

よび異動による職

員給与差額による

減 

●委託相談事業

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

委託相談件数（延件数） 134 106 117 74

●障害児相談支援事業

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

児童相談（利用支援・継続支援） 9 13 6 30

計画相談策定報酬（円） 138,480 201,680 96,420 491,200

●特定相談支援事業

年度 令和４ 令和5 令和6 令和７

計画相談（利用支援・継続支援） 183 202 232 233

計画相談策定報酬（円） 2,525,570 2,790,010 3,298,760 3,305,480


